
(57)【要約】

【課題】

　左右が密着された薄手のビニール袋の開口部より収納

のための開口を得るための有効な手段として、指先を湿

らすことが行なわれているが、唾や濡れ不織布、濡れタ

オル等によって行なわれているため不衛生な面もあった

。また、必要以上の水が指先に付着してしまうことも多

く、適度な湿りを得る程度の水の供給ができなかった。

更に、化粧水の場合、各人に応じた化粧水の適量を緩や

かに吐出させることが困難であった。本発明は、上記欠

点を解決したものである。

【解決手段】

　水或いは化粧水を収納する容器本体、該容器本体内に

配設するポンプ装置及び対象物湿潤手段とより構成し、

該ポンプ装置は、吐出管と該吐出管内を摺動する吐出液

導管とでその外形を構成し、該吐出液導管の上端部に該

対象物湿潤手段を配設し、下端部には水吸収体を配設し

、該吐出管内の水吸収体の下方部にはバネ体及び球体を

配設し、該対象物湿潤手段は、吐出液導管と連動する押

圧部及び液受皿とを有し、該押圧部及び液受皿との連結
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 水 或 い は 化 粧 水 を 収 納 す る 容 器 本 体 、 該 容 器 本 体 内 に 配 設 す る ポ ン プ 装 置 及 び 対 象 物 湿
潤 手 段 と よ り 構 成 し 、 該 ポ ン プ 装 置 は 、 吐 出 管 と 該 吐 出 管 内 を 摺 動 す る 吐 出 液 導 管 と で そ
の 外 形 を 構 成 し 、 該 吐 出 液 導 管 の 上 端 部 に 該 対 象 物 湿 潤 手 段 を 配 設 し 、 下 端 部 に は 水 吸 収
体 を 配 設 し 、 該 吐 出 管 内 の 水 吸 収 体 の 下 方 部 に は バ ネ 体 及 び 球 体 を 配 設 し 、 該 対 象 物 湿 潤
手 段 は 、 吐 出 液 導 管 と 連 動 す る 押 圧 部 及 び 液 受 皿 と を 有 し 、 該 押 圧 部 及 び 液 受 皿 と の 連 結
部 に は 吐 出 液 導 管 と 連 通 す る 貫 通 孔 を 形 成 し て な る こ と を 特 徴 と す る 水 滴 吐 出 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 水 吸 収 体 を ミ ク ロ ポ ー ラ ス を 有 す る ウ レ タ ン ス ポ ン ジ と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
に 記 載 の 水 滴 吐 出 容 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 の 水 滴 吐 出 容 器 は 、 指 先 又 は ビ ニ ー ル 袋 等 の 対 象 物 に 水 或 い は 化 粧 水 を 潤 す 水 滴
吐 出 容 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 ス ー パ ー 等 の 店 舗 に お い て 、 レ ジ を 済 ま せ た 買 物 客 は 、 魚 の 切 り 身 、 肉 製 品 、 惣
菜 等 の 水 気 の あ る 品 物 を 持 ち 帰 る た め に 該 店 舗 内 に 常 備 さ れ て い る ビ ニ ー ル 袋 に そ れ ら の
品 物 を 収 納 す る 作 業 を す る こ と が 一 般 的 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 該 ビ ニ ー ル 袋 は ロ ー ル 状 に 巻 か れ て い る 極 め て 薄 手 の も の で 、 そ れ を 引 き 出 し
な が ら 使 用 す る た め 、 収 納 の た め の 開 口 部 は 押 し 付 け ら れ 且 つ 静 電 気 に よ り 左 右 の 開 口 片
が 密 着 状 態 と な っ て お り 、 更 に 、 開 口 片 と な る ビ ニ ー ル 面 は 平 滑 な 仕 上 げ 面 と な っ て い る
の で 、 品 物 を 収 納 す る た め に 左 右 の 開 口 片 を 指 先 で 移 動 さ せ て も 滑 動 し て し ま い 、 迅 速 に
開 口 す る こ と は 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 化 粧 水 は 容 器 よ り ポ ン プ 手 段 を 利 用 し て 手 の 掌 に 付 与 し た り 、 容 器 を 傾 け 或 い は
傾 け た 容 器 を 振 る こ と 等 に よ り 、 該 容 器 内 の 化 粧 水 を 吐 出 さ せ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 開 平 ７ － ２ ０ １ １ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 ビ ニ ー ル 袋 を 迅 速 に 開 口 す る に は 、 指 先 を 湿 ら せ る こ と が 開 口 の た め の 摩 擦 を 得 る
手 段 と し て 有 効 な 手 段 と な る が 、 従 来 よ り そ の た め の 手 段 と し て 唾 に よ り 指 先 を 湿 ら せ た
り 、 用 意 さ れ て い る 濡 れ 不 織 布 や 濡 れ タ オ ル 等 を 使 用 す る こ と が 行 な わ れ て い る が 、 時 間
帯 に よ っ て は 乱 雑 に 置 か れ 、 不 衛 生 な 印 象 を 与 え る 時 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 容 器 よ り 化 粧 水 を 手 の 掌 に た ら す と き 、 ポ ン プ 手 段 の も の は 必 要 以 上 に 吐 出 し て
し ま う こ と や 勢 い よ く 吐 出 す る こ と が 多 く 、 或 い は 容 器 自 体 を 傾 け た だ け で は 化 粧 水 が 吐
出 さ れ ず 、 容 器 を 強 く 振 る こ と 等 が 行 な わ れ て お り 、 最 適 な 量 を 簡 単 に 得 る こ と が で き な
か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 欠 点 を 解 決 す る も の で 、 ビ ニ ー ル 袋 の 開 口 手 段 を 容 器 と す る こ と に よ り
乱 雑 と な る こ と を 防 止 し 、 且 つ 指 先 又 は ビ ニ ー ル 袋 等 の 対 象 物 に 微 量 の 水 を 与 え る た め の
水 滴 吐 出 容 器 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 容 器 か ら の 化 粧 水 の 吐 出 量 を 制 限 す る こ と 及 び そ の 吐 出 の た め の 勢 い を 緩 和 す る
こ と に よ り 、 適 量 な 化 粧 水 を 指 先 に 与 え る こ と を 可 能 と す る 水 滴 吐 出 容 器 を 提 供 す る も の
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で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、
　 水 或 い は 化 粧 水 を 収 納 す る 容 器 本 体 、 該 容 器 本 体 内 に 配 設 す る ポ ン プ 装 置 及 び 対 象 物 湿
潤 手 段 と よ り 構 成 し 、 該 ポ ン プ 装 置 は 、 吐 出 管 と 該 吐 出 管 内 を 摺 動 す る 吐 出 液 導 管 と で そ
の 外 形 を 構 成 し 、 該 吐 出 液 導 管 の 上 端 部 に 該 対 象 物 湿 潤 手 段 を 配 設 し 、 下 端 部 に は 水 吸 収
体 を 配 設 し 、 該 吐 出 管 内 の 水 吸 収 体 の 下 方 部 に は バ ネ 体 及 び 球 体 を 配 設 し 、 該 対 象 物 湿 潤
手 段 は 、 吐 出 液 導 管 と 連 動 す る 押 圧 部 及 び 液 受 皿 と を 有 し 、 該 押 圧 部 及 び 液 受 皿 と の 連 結
部 に は 吐 出 液 導 管 と 連 通 す る 貫 通 孔 を 形 成 し て な る 水 滴 吐 出 容 器 を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 上 記 水 吸 収 体 を ミ ク ロ ポ ー ラ ス を 有 す る ウ レ タ ン ス ポ ン ジ と し た 水 滴 吐 出 容 器 を
特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 簡 単 な 装 置 に よ り 微 量 の 水 を 指 先 又 は ビ ニ ー ル 袋 等 の 対 象 物 に 吐 出 さ せ る こ
と が で き 、 ス － パ ー 等 に 置 か れ て い る ロ ー ル 式 の ビ ニ ー ル 袋 の 左 右 の 開 口 片 が 密 着 さ れ た
開 口 部 を 容 易 に 開 け る こ と が 可 能 と な っ た 。 ま た 、 適 量 な 化 粧 水 を 手 の 指 先 や 手 の 掌 に 付
与 す る こ と が 可 能 と な っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 更 に 、 上 記 対 象 物 を 湿 ら す に 際 し 、 吐 出 液 導 管 内 に 水 吸 収 体 を 配 設 し た こ と に よ り 、 水
の 上 昇 量 を 調 整 す る こ と が で き 、 多 量 の 水 が 上 昇 す る こ と が な く 、 対 象 物 を 湿 ら す 程 度 の
水 量 を 得 る こ と が 可 能 と な っ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 当 該 箇 所 に お い て 、 常 時 水 を 吸 収 蓄 積 し た 状 態 を 確 保 す る こ と が で き 、 水 滴 吐 出
容 器 の 使 用 間 隔 が あ い た 状 態 で あ っ て も 、 当 該 箇 所 が 水 を 吸 い 上 げ る 呼 び 水 的 役 割 を 構 成
す る こ と が で き 、 水 或 い は 化 粧 水 （ 以 下 、 単 に 水 と い う ） の 上 昇 を ス ム ー ズ に 行 な う こ と
が 可 能 と な っ た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 に 本 発 明 の 水 滴 吐 出 容 器 を そ の 実 施 例 に 添 っ て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 水 滴 吐 出 容 器 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 水 を 収 納 す る 容 器 本 体 ２ 、 該 容 器 本 体 ２
内 に 配 設 す る ポ ン プ 装 置 ３ 及 び 対 象 物 湿 潤 手 段 ４ と よ り 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 容 器 本 体 ２ は 、 ペ ッ ト ボ ト ル や そ の 他 の 様 々 な 容 器 が 使 用 で き 、 水 が 収 納 さ れ 、 上
方 部 が 開 口 し て 水 を 吐 出 さ せ る こ と が 出 来 る 機 能 が あ れ ば 良 い 。
　 該 容 器 本 体 ２ は 、 水 収 納 部 ５ と 開 口 部 を 開 閉 す る 蓋 ６ と よ り 構 成 し て い る 。 該 蓋 ６ は そ
の 内 壁 に 開 口 部 外 周 壁 に 形 成 さ れ た 溝 に 螺 合 す る 溝 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 ポ ン プ 装 置 ３ は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 下 記 す る 対 象 物 湿 潤 手 段 ４ を 兼 用 す
る 押 圧 部 ７ 、 該 押 圧 部 ７ の 下 部 よ り 下 方 へ 延 出 し た
吐 出 液 導 管 ８ 、 該 吐 出 液 導 管 ８ の 可 動 範 囲 を 規 制 し 、 且 つ そ の 可 動 を 安 定 化 さ せ る 容 器 本
体 ２ と 連 結 す る キ ャ ッ プ ９ 、 該 吐 出 液 導 管 ８ を そ の 内 側 で 上 下 に 摺 動 さ せ る 吐 出 管 １ ０ 及
び 該 吐 出 管 １ ０ よ り 下 方 へ 延 出 し た 吸 い 上 げ 管 １ １ と よ り な り 、 更 に 該 吐 出 液 導 管 ８ の 内
側 下 端 部 に は 水 吸 収 体 １ ２ 、 該 吐 出 液 導 管 ８ の 下 端 部 と 吐 出 部 １ ０ と の 間 隙 に 配 設 し た バ
ネ 体 １ ３ 及 び 該 バ ネ 体 １ ３ の 下 端 部 に 形 成 し た 球 体 １ ４ と よ り 構 成 し て い る 。 該 水 吸 収 体
１ ２ は 、 ス ポ ン ジ 状 の も の が 良 く 、 メ ラ ミ ン フ ォ ー ム 或 い は ミ ク ロ ポ ー ラ ス を 有 す る ウ レ
タ ン ス ポ ン ジ 、 例 え ば ル ビ ー セ ル （ 登 録 商 標 ） 等 が 最 適 で あ り 、 水 の 上 昇 量 の 調 整 及 び 初
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動 時 に お け る 水 の 上 昇 を ス ム ー ズ に 行 う こ と を 可 能 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 対 象 物 湿 潤 手 段 ４ は 、 押 圧 部 ７ 、 該 押 圧 部 ７ を 囲 繞 す る よ う に 形 成 し た 液 受 皿 １ ５
及 び 該 液 受 皿 １ ５ よ り 溢 出 し た 水 を 受 け る 溢 液 受 皿 １ ６ よ り な り 、 更 に 、 該 押 圧 部 ７ と 液
受 皿 １ ５ と の 間 に は 、 該 液 受 皿 １ ５ 上 に 溢 れ た 水 を 吐 出 液 導 管 ８ へ 戻 す た め の 貫 通 孔 １ ７
を 形 成 す る 。
　 更 に 、 何 等 か の 異 常 に よ り 勢 い 良 く 吐 き 出 し 、 該 液 受 皿 １ ５ の 壁 を 越 え て 溢 液 受 皿 １ ６
へ 溢 れ た 水 は 、 該 溢 液 受 皿 １ ６ と 吐 出 液 導 管 ８ と の 付 根 部 に 形 成 し た 貫 通 孔 １ ８ よ り 吐 出
液 導 管 ８ へ 戻 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 吐 出 液 導 管 ８ の 上 端 部 に 不 織 布 、 織 布 等 の 不 純 物 の 除 去 及 び 水 昇 量 の 調 整 手 段 と
な る 網 状 体 １ ９ を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 ポ ン プ 装 置 ３ 及 び 対 象 物 湿 潤 手 段 ４ の 作 用 を 以 下 に 説 明 す る 。
　 通 常 は 、 図 １ で 示 す よ う に 、 バ ネ 体 １ ３ の 弾 発 力 に よ り 、 吐 出 液 導 管 ８ は 上 昇 し て お り
、 従 っ て 、 そ れ に 連 動 す る 対 象 物 湿 潤 手 段 ４ も 上 昇 し て い る 。 押 圧 部 ７ を 押 圧 す る と 、 該
吐 出 液 導 管 ８ が 下 降 し 、 バ ネ 体 １ ３ を 圧 縮 す る こ と に な る 。 同 時 に 、 吐 出 液 導 管 ８ 及 び 吐
出 管 １ ０ 内 の 空 間 圧 力 が 上 昇 す る 。
　 当 該 状 態 か ら 押 圧 部 ７ へ の 押 圧 を 停 止 す る と 、 該 バ ネ 体 １ ３ の 弾 発 力 に よ り 吐 出 液 導 管
８ が 上 昇 し 、 該 管 内 が 減 圧 さ れ 、 吐 出 管 １ ０ の 底 部 に 配 設 し た 球 体 １ ４ が 上 昇 し 、 容 器 本
体 ２ 内 の 水 が 吸 い 上 げ 管 １ １ 内 を 上 昇 し 、 液 受 皿 １ ５ の 位 置 ま で 到 達 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ の 際 、 吐 出 液 導 管 ８ の 下 端 部 に 配 設 し た 水 吸 収 体 １ ２ に よ り 、 上 昇 水 を 吸 収 す る こ と
に な り 、 急 激 に 上 昇 す る 水 勢 を 緩 和 す る こ と が で き る と 同 時 に 、 上 昇 水 の 一 部 を 当 該 水 吸
収 体 １ ２ に よ り 吸 収 す る こ と に な り 、 上 昇 す る 水 量 を 調 整 す る こ と が 可 能 と な る 。
　 更 に 、 該 吐 出 液 導 管 ８ の 上 端 部 に 配 設 し た 網 状 体 １ ９ に よ り 上 昇 水 の 勢 い を 再 度 緩 和 す
る こ と が で き 、 水 が 大 量 に 吹 き 出 す こ と を 防 止 し て い る 。
　 従 っ て 、 押 圧 部 ７ の 操 作 に よ り 、 該 押 圧 部 ７ に 到 達 し た 水 は 小 量 と な り 、 指 先 や ビ ニ ー
ル 袋 等 の 対 象 物 に 湿 潤 を 与 え る 程 度 の 吐 出 量 と な る 。
　 ま た 、 使 用 者 が 使 用 す る 間 隔 が あ い て も 、 上 記 水 吸 収 体 １ ２ に 水 が 吸 収 さ れ 留 ま っ て い
る の で 、 再 開 後 の 水 の 上 昇 を ス ム ー ズ に 行 な う こ と が 可 能 と な っ た 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 該 押 圧 部 ７ よ り 吐 出 し た 水 は 、 押 圧 し た 指 先 や ビ ニ ー ル 袋 等 の 対 象 物 を 潤 す こ と に な り
、 ス ー パ ー 等 に 置 か れ て い る ロ ー ル 型 の ビ ニ ー ル 袋 の 開 口 部 の 左 右 の 開 口 片 を 開 く こ と を
容 易 と す る 。
　 ま た 、 残 余 の 水 は 液 受 皿 １ ５ の 底 部 と 押 圧 部 ７ と の 境 目 に 形 成 さ れ た 貫 通 孔 １ ７ よ り 吐
出 液 導 管 ８ へ 戻 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 更 に 、 上 記 液 受 皿 １ ５ を 飛 び 越 え た 水 は 、 溢 液 受 皿 １ ６ に よ り 受 け る こ と が で き 、 該 液
受 皿 １ ５ と 溢 液 受 皿 １ ６ と の 間 の 付 根 部 に 形 成 し た 貫 通 孔 １ ８ に よ り 、 上 記 同 様 、 吐 出 液
導 管 ８ へ 戻 さ れ る こ と に な る 。
　 該 吐 出 液 導 管 ８ へ 戻 さ れ る 場 合 、 網 状 体 １ ９ を 貫 通 す る こ と に な り 、 該 網 状 体 １ ９ に よ
り チ リ 等 の 不 純 物 は 除 去 さ れ る こ と に な る 。 該 網 状 体 １ ９ に 抗 菌 性 の 不 織 布 等 を 採 用 す る
こ と に よ り 雑 菌 を 除 去 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 水 滴 吐 出 容 器 １ は 、 店 舗 や 家 庭 等 で 使 用 さ れ る こ と に な る が 、 対 象 物 が 押 圧 部 ７ と
接 し た 際 に 転 倒 を 防 止 す る 手 段 を 容 器 本 体 ２ の 底 部 に 形 成 す る こ と が で き る 。 転 倒 防 止 手
段 と し て は 、 例 え ば 、 重 量 の あ る も の の 付 着 や 吸 盤 面 を 有 す る 固 定 手 段 が 有 効 で あ る 。
　 ま た 、 固 定 手 段 と し て 、 別 途 載 置 平 面 上 に 配 置 し た 凹 部 に 嵌 合 す る よ う に す る こ と も で
き る 。 例 え ば 、 ゴ ム 状 の 凹 部 で あ れ ば 滑 り 止 め の 役 目 を す る こ と も 可 能 で あ る 。 更 に 、 固
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定 手 段 と し て 強 固 な も の を 使 用 す る こ と に よ り 盗 難 防 止 効 果 を 成 す こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 水 滴 吐 出 容 器 の 縦 断 面 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の ポ ン プ 装 置 及 び 対 象 物 湿 潤 手 段 等 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
１ ． 　 　 　 　 水 滴 吐 出 容 器
２ ． 　 　 　 　 容 器 本 体
３ ． 　 　 　 　 ポ ン プ 装 置
４ ． 　 　 　 　 対 象 物 湿 潤 手 段
５ ． 　 　 　 　 水 収 納 部
６ ． 　 　 　 　 蓋
７ ． 　 　 　 　 押 圧 部
８ ． 　 　 　 　 吐 出 液 導 管
９ ． 　 　 　 　 キ ャ ッ プ
１ ０ ． 　 　 　 吐 出 管
１ １ ． 　 　 　 吸 い 上 げ 管
１ ２ ． 　 　 　 水 吸 収 体
１ ３ ． 　 　 　 バ ネ 体
１ ４ ． 　 　 　 球 体
１ ５ ． 　 　 　 液 受 皿
１ ６ ． 　 　 　 溢 液 受 皿
１ ７ ． １ ８ ． 貫 通 孔
１ ９ ． 　 　 　 網 状 体
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フロントページの続き

【要約の続き】
部には吐出液導管と連通する貫通孔を形成してなることを特徴とする水滴吐出容器。
【選択図】図１
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